
	業務の実績の説明

	補助対象事業の名称（補助事業者名）

	QRコードとマシンビジョンによる視覚障碍者の歩行誘導サービスの研究開発（プログレス・テクノロジーズ株式会社）

	補助対象事業の概要

	【研究開発の全般について】

	1 補助対象事業の概要
	自動運転カーも複数のセンサーからの情報を融合することで自動運転の実現を目指しているが，本研究開発においてはQRコード，ビーコン，超音波，Lidar，カメラなどからの情報を融合することで視覚障碍者の移動を支援する歩行誘導サービスの開発を目指す．特にGPSが使えない地下鉄網でローコストで実装可能なシステムから開発する．

	2 補助対象事業の目標
	地下鉄の駅構内に設置したQRコードからの情報とメガネ型ウェアラブルデバイスから得た情報をスマートフォンで統合し，クラウドサービスを利用しながら，道案内，駅構内情報，危険回避，さらには広告の提示などを実現する．

	3 研究開発期間
	平成２９年度～平成３１年度

	4 補助金（前年度までの累計）
	１３，２００　千円

	【平成３０年度実施部分について】

	5 平成３０年度補助金
	８，５４５　千円

	6 研究開発の実施内容
	・QRｺｰﾄﾞを使ったﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝシステムの試作・評価
・ﾏｼﾝﾋﾞｼﾞｮﾝのﾕｰｻﾞｰｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ開発
・模擬駅等で試作ｼｽﾃﾑの実証実験
・ｳｪｱﾗﾌﾞﾙﾃﾞﾊﾞｲｽの試作・評価

	【平成３０年度実施部分における研究開発課題の成果や評価結果について】

	7 研究開発の成果
	　BLEビーコンを使ったナビゲーションシステムに替えて，iOS及びAndroid用にQRコードを使ったナビゲーションシステムを開発した．
　マシンビジョンのためのデータ収集も行い，計画通り１０万画像を取得した．これにより距離の計測誤差２メートル以内（当初１～６メートル）を実現した．また駅構内の物体検出に使用するアルゴリズムを変更することで，物体検出率９５％（当初９０％程度）を実現した．
　本ナビゲーションシステムを使った実証実験を，東京メトロと共同で，辰巳駅で８月上旬から１２月下旬まで週１～２回の頻度で実施した．本実験には計１１７名の視覚障がい者の方（全盲の方７１名，ロービジョンの方４５名，無記載１名）にご参加頂いた．またサイトワールドでも本システムの体験会を開催し，１７３名の視覚障がい者の方にご体験頂いた．これら実験や体験会にご参加頂いた視覚障がい者の皆様からフィードバックを頂きシステムの改良を行った．
　iOS用ウェアラブルデバイスの原理試作も行い，アップル社の協力を得ながら，カメラからの画像データのLightningコネクタを使った送信と同データのiPhoneでの受信を実現した．

	8 研究成果の応用状況，利用状況
	東京メトロと共同で，辰巳駅で8月上旬から１２月下旬まで実証実験を行い，１１７名の視覚障碍者の方に参加頂いた．引き続き実地実験を重ね，東京オリンピック関連駅への早期導入を目指したい．

	9 論文数
	0件
	⑩被引用論文数
	0件

	10 特許申請件数（国内）
	1件
	⑫特許取得件数（国内）
	0件

	⑬特許申請件数（海外）
	0件
	⑭特許取得件数（海外）
	0件

	⑮受賞数（国内）
	0件
	⑯受賞数（海外）
	0件


